
 

 

 

 
 
第8，9回ワークショップが開かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10・11合併号 

平成19年3月発行 

今小路通り歩行者 

尊重道路専門部会 

 

■ 

整
備
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て 

 
 

第
10
回
専
門
部
会
で
は
、
委
員
各
自
が
考
え
た
整
備

プ
ラ
ン
の
追
加
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
基
に
全
体
会
議

で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

第
11
回
専
門
部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
専
門
部
会
委

員
や
御
成
小
学
校
の
5
年
生
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
意

見
、
提
案
を
整
理
し
、
専
門
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
検
討

を
進
め
る
事
項
（
表
‐
1
）
と
、
市
が
主
体
と
な
っ
て

今
後
調
整
し
て
い
く
事
項
（
表
‐
2
）
と
の
区
分
け
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 

専
門
部
会
で
は
、
「
交
通
規
制
に
関
す
る
事
項
」
、
「
交

通
規
制
の
検
討
と
道
路
整
備
に
関
す
る
事
項
」
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る
事
項
」
、「
検
討
を
要
す
る
道
路
整
備
に

関
す
る
事
項
」（
表
‐
1
）
の
4
つ
の
事
項
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
歩
行
者
尊
重
道
路
の
整
備
計
画
（
案
）
の
策

定
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
委
員
か
ら
提
案
さ
れ

た
交
通
規
制
で
、
8
つ
の
計
画
課
題
（
図
‐
1
）
を
解

決
で
き
る
か
ど
う
か
、
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
行
っ
た
後
、

プ
ラ
ン
を
評
価
（
表
‐
3
）
、
発
表
し
ま
し
た
。 

 
 

専
門
部
会
委
員
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
プ
ラ
ン
は
、
終

日
一
方
通
行
に
し
て
、
歩
行
空
間
を
拡
充
す
る
プ
ラ
ン

と
、
正
月
に
施
行
さ
れ
て
い
る
交
通
規
制
を
参
考
に
、
土

日
、
休
日
は
車
両
進
入
禁
止
と
す
る
プ
ラ
ン
で
し
た
。 

第11回今小路通り歩行者尊重道路専門部会次第 

１．報告・確認事項 

ア．配布資料の確認 

 イ．第10回専門部会議事録の確認 

２．ワークショップ ～第9回～ 

 整備プランの策定について（第3回） 

  ①前回のおさらい 

②解決すべき問題点の整理について 

  ③整備プランの検討～グループ別作業～ 

  ④グループ発表 

３．本日のまとめ 

４．その他 

第12回専門部会の日程等について 

第10回今小路通り歩行者尊重道路専門部会次第 

１．報告・確認事項 

ア．配布資料の確認 

 イ．第8・9回専門部会議事録の確認 

２．ワークショップ ～第8回～ 

 整備プランの策定について（第2回） 

  ①前回のおさらい 

②整備プランの考え方について 

～追加意見発表と全体会議～ 

  ③整備プランの検討～グループ別作業～ 

３．本日のまとめ 

４．その他 

第11回専門部会の日程等について 



■ 計画課題と提案事項の検討シート                    表―3 

ア．交通規制に関する事項（全体集計表）    

<提案事項> 
課題

① 

課題

② 

課題

③ 

課題

④ 

課題

⑤ 

課題

⑥ 

課題

⑦ 

課題

⑧ 

1 
鉄の井から八幡宮への右折禁止により交通量を削減

する。併せて小町踏切の扇ガ谷から左折を可とする。 
1 3 10 3 2 1 2 

 

2 小町通りからの左折禁止。（7時～17時） 2 5 8 8 3  3  

3 
小町踏切の一方通行を逆向きにする。 

（鉄の井を右折禁止にする場合） 
1 5 4 1 5 1 3  

4 
佐藤病院の一方通行を逆向きにする。 

（鉄の井の右折禁止をしないという条件） 
1 5 3 5 4 1 3 1 

5 
御成小学校から六地蔵までの一方通行の時間の延

長。（7時30分～14時） 
1 3 3 3 2 2 7 7 

6 
終日一方通行（方向は今後検討）とし、歩行空間を 

充実する。（区間1,2,5,6） 
1 4 8 7 7 7 7 9 

7 
正月に規制されている交通規制を参考に、土日休日 

は車両進入禁止とする。（区間4,5,6） 
3 8 11 12 11 11 10 11 

8 寿福寺から鉄の井を東向きの一方通行にする。  5 9 6 4 2 2 1 

9 
御成中学校交差点を中学校から直進を可、市役所か

ら左折を可、六地蔵から右折を不可に規制変更する。 

 
 

1 1 １   2 5 

10 鉄の井の進入禁止の時間延長。（7時～18時） 
 
 

１ 7 6 2 2 １  

11 （６）の具体（案）  5 6 5 2 4 3 8 

12 特区として車の速度制限（20ｋ/ｈ）にする         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

■ 

計
画
課
題
と
提
案
事
項
の
検
討
シ
ー
ト 

 
 
 
 

（
ア
．
交
通
規
制
に
関
す
る
事
項
） 

 
 

図-

1
は
専
門
部
会
で
出
さ
れ
た
、
今
小
路
通
り
の
解
決
す
べ
き
課

題
を
事
務
局
が
8
項
目
に
整
理
し
た
も
の
で
す
。 

表-

2
は
、
課
題
の
う
ち
②
〜
⑧
に
つ
い
て
委
員
が
提
案
し
た
交
通

規
制
（
案
）
が
、
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
を
2
月
21
日
開
催
の
第
11

回
専
門
部
会
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
検
討
を
行
っ
た
あ
と
評
価
を
行
っ

た
も
の
で
す
。 

課
題
①
は
、
各
提
案
事
項
が
車
の
速
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か

と
い
う
も
の
で
、
交
通
規
制
だ
け
で
は
解
決
し
に
く
い
た
め
、
今
回
の

評
価
は
低
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

課
題
①
に
つ
い
て
は
、
「
交
通
規
制
の
検
討
と
道
路
整
備
に
関
す
る

事
項
」
で
今
後
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、
提
案
事
項
１１
は
提
案
事
項
6
で
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
一

方
通
行
規
制
」
の
方
向
を
具
体
的
に
提
案
し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
提
案
事
項
12
に
つ
い
て
は
、
当
日
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

内
容
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

高
い
評
価
を
得
た
プ
ラ
ン
は
、
提
案
事
項
6
、「
終
日
一
方
通
行
に

し
て
、
歩
行
空
間
を
拡
充
す
る
プ
ラ
ン
」
と
、
提
案
事
項
7
、「
正
月

に
施
行
さ
れ
て
い
る
交
通
規
制
を
参
考
に
、
土
日
休
日
は
車
両
進
入
禁

止
と
す
る
プ
ラ
ン
」
で
し
た
。 

今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
現
在
11
あ
る
提
案
事
項
を
絞
り
込
み
、

最
終
的
に
は
一
つ
の
整
備
計
画
（
案
）
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。 
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【計画課題④】 

■ 区間１で、歩行者と車が

錯綜し、歩行者があぶな

い。 

【計画課題⑤】 

■ 扇ガ谷踏切より、寿福寺前交差点の

南側に車両が並ぶと、歩道のない区

間（幅員 5.5ｍ程度）では歩行する

空間が確保できない。 

■ また、車両の待ち行列と、扇ガ谷方

面に出入りする車両が錯綜し、歩行

者との接触の危険性が高まる。 

【計画課題⑥】 

■ 扇ガ谷踏切～小町踏切の

区間（幅員5.5ｍ～6.8ｍ）

で、安全な歩行空間が足

りない。 

【主な課題⑦】 

■ 区間３・５既存の歩道が

せまい。 

■ 区間４ 歩道整備中 

【計画課題②】 

■ 全体的な動線計

画を検討する。 

■ 車の動線として、

若宮大路との出

入りを確保する。 

【計画課題③】 

■ 鉄ノ井付近で、

歩行者と車、車

相互が錯綜して

いる。 

区間１ 

区間２ 

区間３ 

区間４ 

区間５ 

区間６ 

【計画課題①】 
■車の速度をコ
ントロールす
る。 

【計画課題⑧】 
■ 歩道が確保されてない御成

中学校～六地蔵までの区間

（幅員 5.1～5.6ｍ）で歩行

者があぶない。なるべく歩行

空間を確保する。 

箇所別計画課題 



■ 提案事項の整理 ＜専門部会が検討を進める事項＞        表－1 

 
ア．交通規制に関する事項 
 提案事項 

1 
鉄の井から八幡宮への右折禁止により交通量を削減する。（併せて、小町踏切の扇ガ谷から 

左折を可とする。） 

2 小町通りからの左折禁止（７時～１７時） 

3 小町踏切の一方通行を逆向きにする。 

4 佐藤病院の一方通行を逆向きにする。 

5 御成小学校から六地蔵までの一方通行の時間延長（７時３０分～１４時） 

6 終日一方通行（方向は今後検討）とし、歩行空間を拡充する。 

7 ＜休日＞正月に施行されている交通規制を参考に、土日、休日は車両進入禁止とする。 

8 寿福寺から鉄の井を東向きの一方通行にする。 

9 
御成中学校交差点の交通規制を変更する。（中学校から直進を可、市役所から左折を可、六 

地蔵から右折を不可） 

10 鉄の井の進入禁止の時間延長(7時～18時) 

 
 
イ．交通規制の検討と道路整備に関する事項 
 提案事項 

1 物理的な仕掛け（ハンプ）で車のスピードをコントロールする。 

2 標識やハンプなどを設置し速度を落とす。 

3 市役所交差点以北にハンプを連続的に設置する 

4 ボラード、ゼブラなどによりドライバーが心理的にスピードを出さないような工夫をする。 

5 一方通行化し段差のある歩道を設ける。 

6 一方通行化しライジングボラードを設置する。 

7 紀ノ国屋付近は反対側の路側帯を狭め、フェンスを張り出し、幅を拡げる。 

8 寿福寺前は鉄の井へ誘導するようなカラー舗装をする。 

9 全区間歩道・路側帯をカラー舗装とする。 

10 ガードレールを設置する。 

11 路側帯をどちらか片方にまとめる。 

12 全区間に路側帯拡幅又はガードレールを可能な限り取り入れ、歩行空間を増やす。 

 
ウ．ネットワークに関する事項 
 提案事項 
1 全区間のネットワークを考えるべき。 

 
エ．検討を要する道路整備に関する事項 
 提案事項 

1 寿福寺～鎌倉駅までの歩道を現在の逆側に移設する。 

2 歩道にはフェンス、ガードレールを付けず、白線で区分する。 

 

 

 



■ 提案事項の整理 ＜市が主体となって今後調整していく事項＞   表－2 

 

ア．標識の設置に関する事項 

 提案事項 調整内容 

1 川喜多邸付近に「この先道幅狭し」の予告掲示をする。 看板を設置する。 

2 寿福寺前に「行き止まり」の予告看板を明確にする。 既存看板を見直す。 

 

イ．交通規制の検討と標識・信号の設置に関する事項 
 提案事項 調整内容 

1 寿福寺付近に横浜方面を明確にする標識を設置する。 
交通規制の検討結果による。現行 
どおり又は現行に近い規制の場合 
は設置する。 

2 踏切横断の優先非優先を示す標識を設置する。 同上 

3 御成中学校入口交差点の停止線を明確にする。 鎌倉警察署に要望する。 

4 踏切待機車の停止位置を明確にする。 同上 
5 規制標識の高さを調整し見やすくする。 同上 

6 鉄の井付近に一点式信号を設置する。 
区間１の交通規制と併せて検討す 
る。 

7 
寿福寺前の高い位置に大型発光標識を設置する。 
（アーケード形式等） 

同上 

8 寿福寺前の横断歩道の位置を変える。 同上 

 
ウ．道路整備に関する事項 
 提案事項 調整内容 

1 薄くなった路側線を描く。 
今後予定している打ち替え工事に 
併せて塗装する。 

 
エ．その他 
 提案事項 調整内容 

1 車がスムーズになるようガードマン等を指導する。 鎌倉警察署に要望する。 

2 小町踏切の交通規制が守られていない。 同上 

3 
市役所駐車場の活用を見直す。（駐車場以外の利用も含 
め） 

関連課において、検討が開始され 
ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

計画課題をグループ検討する 

 

計画課題の評価結果を発表する委員 



 

 

 

 

 
専門部会への意見募集 

 
「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」では、整備計画について皆様からのご意見を募集

しています。 

「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」事務局（交通政策課）まで、ご意見をお寄せくだ

さい。 

ＴＥＬ：０４６７－２３－３０００（内線２５１１） 

ＦＡＸ：０４６７－２３－５８２０ 

Ｅ－ｍａｉｌ koutsu@city.kamakura.kanagawa.jp 

■ スピードは車の魅力の本質であると同時に、交通事故の最大要因  

 

速度の抑制がいかに大切か？ 
 

■ 時速 30km～ZONE30～ 

車と歩行者が衝突した場合、衝突
速度が時速30kmでは歩行者の死亡
率は約5%ですが、それをわずかでも
上回ると死亡率は急勾配で上昇しま
す。 
 時速40kmで25%に時速50kmでは
85%になります。家の周りの道をイメ
ージしてみましょう。 
 子どもたちの通り道、少し広い道
では時速50kmいや70kmぐらいで走
り抜けています。 
 ヨーロッパで普及している
ZONE30(ゾーン30)の30km制限は調
査・実験を重ねた結果の数値なのだ
そうです。 

 

■
編
集
後
記 

 

最
近
、
路
面
電
車
の
復
活
の
話
題
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。 

環
境
に
や
さ
し
く
、
低
床
で
高
齢
者
に
利
用

し
や
す
く
、
時
刻
表
通
り
の
運
行
が
可
能
で
、

21
世
紀
の
乗
り
物
と
い
わ
れ
て
い
る
次
世
代

型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
（
LRT
＝
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
の
登
場
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
道
路
を
作
り
続
け
て
も
、
増
え
続
け

る
車
で
渋
滞
は
解
消
し
な
い
こ
と
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。 

事
例
と
し
て
は
、
昨
年
4
月
富
山
市
で
は

JR
の
廃
線
を
利
用
し
た
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
」
が
開
業
し
ま
し
た
。
境
市
で
も
新
路
線
を

建
設
す
る
と
い
こ
と
で
す
。
現
在
、
路
面
電
車

な
い
が
宇
都
宮
で
は
、
県
と
共
同
で
委
員
会
を

設
置
し
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

鎌
倉
で
は
、
路
面
電
車
を
新
た
に
走
ら
せ
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
自
動
車
交
通
か
ら
公
共

交
通
へ
の
転
換
な
ど
、
車
の
使
い
方
を
変
え
る

こ
と
で
、
渋
滞
の
解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 
『
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
』
も
そ
の
一
つ
で
、

谷
戸
の
奥
ま
で
10
人
乗
り
程
度
の
ワ
ゴ
ン
車

を
走
ら
せ
、
自
家
用
車
か
ら
の
転
換
を
狙
っ
て

い
ま
す
。 

 

ど
こ
の
都
市
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
「
車 

 
 
 
 
 
 

中
心
」
の
考
え
方
を
、
ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ

る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 


